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あらまし：本発表では，問題解決型／プロジェクト型学習（PBL）やサービスラーニング（SL）などの現

実課題をテーマにした活動から学習する方法（実践体験型学習）の導入を考える教員を対象に，開発した

チェックシート（試案）について報告する．チェックシート（試案）は， SL の設計段階で抑えるべき原

則・基準をベースに項目整理し，問題解決型学習（PBL）での設計プロセスの流れを参考に作成した． 
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1. 背 景 

学習者の興味・問題から出発し，学習者の学習活

動を中心に据えた学びのスタイルである実践体験型

学習は，これまでの授業スタイルではあまり意識さ

れなかった，学生間の関係性への配慮，学外の協力

者との調整や，学生の学習プロセスを予測した事前

準備が重要であると言われている(1)．また「知識を

教える」ことから「学びのプロセスを支援する」へ，

教員の役割そのものを再考する必要がある． 

これまで筆者らは，高等専門学校の正課内／外で

行われている地域貢献活動や，学年学科混合メンバ

ーで構成されたプロジェクト学習の授業設計，運営

および改善に関わる支援(2)を継続的に行ってきた． 

これらの支援では，筆者らが海外文献から SL の

設計段階で抑えるべき八つの原則・基準の分類(3)を

整理し，当該分類をもとに作成したインタビューシ

ートを用いて，担当教員にヒアリングを行い(4)，設

計や事前準備が不十分な項目について，助言を行う

というプロセスを繰り返した．また，不十分と思わ

れる項目を重点的に記載した教員向けの授業設計の

ためのガイドブックやワークシートも開発した(2)． 

上記プロセスは，対面のやり取りを複数回行うこ

とで，同時に担当教員の授業に対する想いや実施に

あたって不安に感じる部分も把握できる．そのため，

個々の教員に合った準備のステップも提案しやすい

というメリットがあった．しかし，実践体験を伴う

学習を取り入れる科目や教員が増加した場合，これ

らのプロセスに割く時間や人材確保の難しさが予想

されるため，教員自身でツールを活用しながら授業

設計や改善できる状況を整える必要があると考えた． 

そこで，インタビューシートの項目をもとに，教

員が活用する実践体験型学習の設計・事前準備のた

めのチェックシート（試案）を開発した． 

 

2. チェックシート（試案）の作成 

現在のインタビューシートは，実施中の教育活動

の状況を確認する構成になっており，授業設計手順

に沿った並びにはなっていなかった．またほとんど

の項目はオープン質問で作られており，そのままチ

ェックシート項目として採用することはできない．

そこで，教員が一人で記入できるようにする観点か

ら，以下の２点の見直しを行った． 

2.1 質問項目の絞り込み 

質問項目は，６つのカテゴリと 30 の質問項目から

構成されている．これまで行ったヒアリングでも，

全ての確認に１時間以上を要したことから，設計に

関わる項目に限定し，30 分程度で書き込める質問数

に絞り込むことにした．  

2.2 授業設計プロセスを意識させた順序性の検討 

教育・研修の効果・効率・魅力を高める手法であ

るインストラクショナルデザイン（ID）の基本プロ

セスである ADDIE モデルは，実際の授業案や教材

の作成から改善まで分かりやすくモデル化されてい

るものである．実践体験型学習においても，ADDIE

モデルは適用できると考えている．しかし，実践体

験型学習では，選んだ現実問題やテーマ，外部協力

者との関係性，学生がどのような活動を進めるかと

いう変動要素が加わるため，学習目標に到達させる

ためには，従来型の授業と比べて，A（Analysis：分

析），D（Design：設計）の段階で考慮すべき点が多

い．これまでの支援事例でも，これらの変動要素に

振り回されてしまい，授業設計のプロセスをきちん

と踏めずに始まってしまったケースも見られた． 

そこでチェックシート項目の順序は，PBL 設計プ

ロセス(1)を参考にした．このプロセスは大きく３つ

に分かれており，インタビューシートのそれぞれの

項目を該当するプロセスに当てはめる作業を行った． 
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なお教育現場では，教育方法の種類が何か（SL な

のか PBL なのか，Problem/Project のどちらをベース

にした PBL かなど）を意識しているケースは少なく，

実際に混在していることも多い．また今回は地域や

企業等の学外との関わりがあることを前提にした学

習を想定しており，上記の従来型の授業との違いに

限定すれば，共通していると考える．以上の理由か

ら，SL をベースに項目を作成し，PBL 設計プロセス

を参考に手順を考えることは問題ないと判断した． 

 これらのプロセスを経て作成したチェックシート

（試案）の一部を表１で示す． 

3. 今後の課題 

今後，チェックシート（試案）の有用性や妥当性

について検証したい．また実際に授業設計を行う際

には，チェックシートで検討すべき事項を確認した

のち，教員が考えたアイディアの視覚化(1)が重要で

ある．将来的には，設計プロセスに沿ったチェック

シート結果表示と各項目の作業記録を可視化するこ

とができる，実践体験型学習の設計支援システムの

開発を考えている． 
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表 1 実践体験型学習の授業設計のためのチェックシート（試案）（一部抜粋） 

ステージⅠ．さまざまな問題設定の可能性を模索してみよう 

(1) 授業で取り上げる問題・テーマの検討状況について，一番近いものを 

選んでください． 
 

① 開始時には決めず，学生たちに取り上げる問題を決めるところから

考えさせる 

② 環境問題，過疎化などのテーマの大きな方向性は示すが，具体的に

取り組むテーマは，授業のなかで学生たちに決めさせる． 

③ 地域の最近の話題やニュースから問題を探している段階． 

④ 地域や企業から特定の問題やテーマが持ち込まれ，それを題材に授

業をつくろうとしている段階． 

⑤ 正課外で既に行ってきた学習活動を授業化しようとしている段階． 

⑥ その他 

 

 

回答 

ひとことアドバイス 

取り上げる問題やテーマを学生たちに決め
させても，教員が最初に与えても，どちら
でも問題はありません．学生たちに決めさ
せる場合，学生の興味関心に沿ったテーマ
に取り組めるメリットがある一方，教員も
取り組むテーマに関連する情報収集が事前
にできず，活動の見通しが立てづらいこと，
取り上げた問題やテーマの是非についての
判断が難しいといった状況が起こる可能性
があります．特に問題やテーマの是非につ
いては，複雑な状況をはらんでおらず，容

易に解決可能な問題を選んだ場合，何故そ
れではダメなのかを説明できるようにして
おく必要があるでしょう． 
 
教員が決める場合，既に題材の候補があれ
ば，身につけさせたい知識など（Ⅰ-(2)）
や学生の興味関心を分析しながらシナリオ
をつくることができます．しかし，一から
始める場合は，学会のネットワークを活用

したり，地域活動に積極的な教員と一緒に
アイディアを考えてもらうことで，準備の

効率を上げることができるでしょう． 

(2) 授業で身につけてほしいと考えている知識・スキル・技能について， 

一番近いものを選んでください． 
 

① ディプロマポリシーや学部・学科の到達目標と対応している． 

② キャリア教育の一環で，社会人基礎力や社会の一員としての役割と 

対応している． 

③ SDGs（持続可能な開発目標）と対応している． 

④ ①～③のどれにも当てはまらない． 

回答 

 

ひとことアドバイス 

現実の問題に取り組み，学外の方々と関わ
りながら，色々な経験をすることで，学生
は大きく成長します．しかし経験さえすれ
ばよいというだけでは，せっかくの機会で
得られるものも半減してしまいます． 
 
この質問では，学生たちにプロジェクトや
取り組みを通じて，何を学んでほしいと考

えているかを明確にすることを目的として
います． 
 
次のステージでは，さらに学習目標に落と
し込み，どう評価するかを考えていきまし
ょう． 
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